


































写真－１ 植物生育能力への影響 6) 
 















































Proposal of architectural engineering education using timber as a teaching material 














































 ２．１ 使用する木材 
秋田県産のすぎ（秋田すぎ）直径約 700mm の 2 番



























写真 3 含水率計測の様子 
 
 ３．２ 密度測定 
 試験体の各辺寸法を幅、高さについてデジタルノギ
ス、長さをコンベックスで測定して容積 v を求め、




 ３．３ 平均年輪幅測定 
木口面上で年輪に垂直な方向の年輪幅（a mm）／年
輪数（n）を、mm 単位で小数点以下 2 位まで測定す
る。また、最大年輪幅と最小年輪幅も測定する。測定
のために木口面をサンダーで削り、紙やすり 240 番で
仕上げて整えた。木口面の様子を写真 4 に示す。 
 
写真 4 木口面（左:心材／右：辺材） 
４．ヤング係数測定 








対して、ヤング係数を E、密度を ρ、材軸を x、時刻
















ここで、ρは密度(kg/m³)で𝜌𝜌 � 𝑤𝑤/�𝐿𝐿 𝐿 𝐴𝐴�、w は重量
(kg)、L は材長(m)、A は断面積(m²)、𝑛𝑛 � 1、2、 3 ⋯
である。このとき材のヤング係数 E (N/m²)は、 
 









































ここで、I は断面 2 次モーメント(m⁴)である。固有
振動数 f (Hz)が次式で与えられる。 
 










m₁ = 4.730）、D は断面せい(m)である。このとき材の
ヤング係数 E (N/m²)は、下記のようになる。 
 
𝐸𝐸 = (2𝜋𝜋)
� 𝑖 𝜋𝜋`� 𝑖 𝑓𝑓� 𝑖 𝜌𝜌
𝑖𝑖� 𝑖 𝑖𝑖� =
48𝜋𝜋� 𝑖 𝜋𝜋`� 𝑖 𝑓𝑓� 𝑖 𝜌𝜌
𝐷𝐷� 𝑖 4.730�  
 
ここで、支点間距離 L`は 2238 ㎜とした。 
 
 
図 2 横振動法によるヤング係数測定システム 








図 3 伝達関数計測によるヤング係数評価システム 
 
５．測定結果 












表 1 準備測定結果一覧 
測定項目 心材 辺材 
高さ 163mm 163mm 
幅 161mm 164mm 
長さ 2910mm 2890mm 
含水率 11.3％ 13.1％ 
年輪幅 5.37mm 1.84mm 
最大年輪幅 7.97mm 1.86mm 
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 ５．２ ヤング係数測定結果 
縦振動法による測定結果を図 4 に、横振動法による





図 4 縦振動法 スペクトル図 
 
図 5 横振動法 スペクトル図 
 
図 6 伝達関数 
 
６．たわみ式と測定結果の比較  
 ６．１ たわみ式 
梁中央部に集中荷重 P を作用させて、その時の中央
たわみ量 y を計測することで、集中荷重 P が作用した
場合の単純梁のたわみ式を用いて、集中荷重 P とたわ




























2 次モーメント I は、スパン、木材の幅、高さの寸法
を計測することで求めることができる。すると残る未



















































表 2 機械等級区分構造用製材の等級区分 
木材 
等級 
重力単位系 SI 単位系 
t/cm2 N/mm2 
E50 40≦E＜60 3.923≦E＜5.884 
E70 60≦E＜80 5.884≦E＜7.845 
E90 80≦E＜100 7.845≦E＜9.807 
E110 100≦E＜120 9.807≦E＜11.768 
 









表 3 ヤング係数測定結果一覧 
測定方法 心材 辺材 
4.1 縦振動法 8.98GPa 9.02GPa 
4.2 横振動法 7.54GPa 8.13GPa 
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